
ＳＲＣのための調査活用セミナー
●開催日：2021年10月26日（火）

●会 場：Web開催

●講 師：（公社）国際経済労働研究所

研究員 依藤 佳世

この度は「SRCのための調査活用セミナー」にご参加いただき、誠にありがとうございました。

セミナー終了後に参加者の皆様にご記入いただいたアンケートをまとめましたので、開催結果としてご報告いたします。

（出席者：32人 回答者数：29人）

講師のレクチャーは
わかりやすかったですか？

今回のセミナーへの期待は大
きかったですか？

セミナー全体として満足
されましたか？

今後同様のセミナーがあれば、
他の組合員（役員）も参加させ
たいですか？

アンケート集計

SRC研修コース

～開催結果のご報告～

株式会社 応用社会心理学研究所
（事務局：末田、藤原）

〒540-0031
大阪市中央区北浜東1-8 北浜東森田ビル５F

Tel：06-6941-2171 Fax：06-6941-2081

【事務局より】 今回のセミナーは、11組織32名の方が参加され、上記の他にも「調査とその
後のアクションはワンセット」という話が印象的だった等、たくさんのご意見をいただきました。
今年からグループワークを交えたプログラムに改編して開催しています。オンラインでのワーク

の進め方や情報の提示の仕方について、不慣れな点があり申し訳ありませんでしたが、いただ
いたご意見をもとに、改善していきたいと思います。

感想コメント（気づき・ご意見）

•アンケート、調査を作るときの注意点等、何となく感じていたことを
詳しく説明いただき、理解が深まった。

•以前からアンケート内容については非常に悩まされていました。

本日学んだ事で着目点が変わったような気がします。

•単純にアンケート集計を行うだけでなくメッセージ性を込めたり色々
な使い方が出来ることが分かり大変参考になりました。

•意識調査を活用して組合員に伝えたいことをインプットする手法が

非常に勉強になりました。

•調査内容の微妙な表現の違いで調査結果が大きく変わることを知り、
注意したいと感じた。

•質問の作成や解析は難しいと感じる。目的を明確にしないといけない
と思った。

•今後、自身が様々なアンケート調査に参加する際に、教えていただい
た事に着眼してその意図を考えたりするなど勉強していきたい。

•事前に何に使うか計画を立てないと有効なアクションにつなげられな
いという点は気を付けたい。

•仮説・モデルを構築し、何をしたいのか明確にすることでアンケート
を有効に活用できるようにしていきたいと思います。

•組合員を受身にさせず、自発的に関与いただけるようにしていくために

必要な行動は何か、まだまだ試行錯誤が必要だと思いました。

•実際の表を使用してグループワークをした点が非常に印象に残った。

• 休憩が短いと思います。ワークの時間や内容を踏まえてタイミングや長さを再

考していただければと思います。

その他にも多くのご意見をいただきました。ありがとうございました。

セミナー配信の様子


